
発行京都府宇治市

編集広報課

申ご

ｌ！ｌ33＃Ｊｆｔ

なご言

5／21
昭和60年
（1985年）

第702号

゛市の人ロ・

（昭和60年5月1日現在）

52，419世帯（前月比354世帯増）

164，221人（前月比363人増）

81，603人

82，618人

世帯数

人口

，男

女

シルバー人材センター

設立準備委員会を発足

市
で
は
、
老
人
福
祉
施
策
の
新
規
事
業
と
し
て
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
」
を
昭
和
六
十
年
七
月
に
開
設
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
先
立
ち
四
月
十
七
日
、
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
委

員
会
」
を
発
足
Ｊ
同
日
第
一
回
準
備
委
員
会
を
開
き
、
’
役
員
選
出
や
会

員
募
集
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
し
ま
し
た
。
こ
の
人
材
セ
ン
タ
ー
は
高

齢
者
の
生
き
が
い
対
策
事
業
と
し
て
、
豊
か
な
経
験
と
能
力
を
生
か
し

短
期
間
の
仕
事
に
従
事
し
な
が
ら
社
会
参
加
を
し
て
い
た
だ
こ
う
と
開

設
さ
れ
ま
す
。
た
だ
い
ま
会
員
を
募
集
中
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

た
だ
い
ま
会
員
募
集
中

5
月
3
1
日
ま
で
に
民
生
委
員
さ
ん
な
ど
へ

六
十
年
七
月
に
開
設
す
る
「
宇

’
治
市
ジ
ル
バ
人
材
セ
ン
タ
ー
」

に
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
、
本
年
四
月
十
七
日
「
宇
治
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立
準

ト
体
を
動
か
し
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
（
6
0
年
2
月

2
4
日
・
宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン
で
）

引
き
続
き
第
一
回
準
備
委
員
会

を
開
催
。
委
員
長
に
西
山
喜
代
司

襲
福
祉
協
議
会
会
長
、
副
委
師

長
に
堀
井
信
夫
商
工
会
議
所
会
頭
、

を
選
出
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
準

備
作
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
検
討
。

今
後
は
セ
ン
タ
ー
の
組
織
運
営
、

事
業
内
容
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を

重
ね
る
こ
と
に
な
っ
て
い
車
う

「
ジ
ル
バ
人
材
セ
ン
タ
ー
」
は
、

必
一
員
登
録
制
で
健
康
な
高
齢
者
が

集
ま
り
、
補
助
的
な
短
期
間
の
仕

事
を
引
き
受
け
、
営
利
を
目
的
と

し
な
い
で
従
事
す
る
公
共
性
の
あ

る
団
体
で
す
。
公
共
団
体
や
民
間

事
業
所
か
ら
提
供
さ
れ
る
筆
記
、

代
筆
、
一
般
事
務
、
留
守
番
、
簡

単
な
大
工
仕
事
、
集
配
、
集
金
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
仕
事
に
会
員
が

従
事
。
報
酬
は
「
シ
ル
バ
ー
人
材

、
セ
ン
タ
ー
」
の
取
り
決
め
に
従
い
、

従
事
し
た
会
員
に
配
分
金
を
支
払

い
毒
了
。
ま
た
万
一
、
仕
事
に
従

事
中
問
題
が
生
じ
た
場
合
の
責
任

は
、
セ
ン
タ
ー
が
負
う
こ
と
に
な

っ
て
い
毒
司

6
0
歳
以
上
の

意
欲
あ
る
人
を
求
む

「
ジ
ル
バ
人
材
セ
ン
タ
ー
」
の

開
設
に
先
立
ち
、
た
だ
い
ま
会
員

か
募
集
し
て
い
未
了
。
。

対
象
は
、
概
塑
八
十
歳
以
上
の

市
内
に
居
住
す
る
健
康
な
人
で
、

働
く
意
欲
が
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
会

：………プロフィール…，・・●

：昭和50年「心のこり」

トでデビュー・。56年の出

世作「北酒場」以来「矢

切りの渡し」「浪花節だ

よ人生は」など数々の

ヒット・。優れた歌唱力

と飾り気のない性格で、

員
に
な
れ
毒
瓦
た
だ
い
ま
各
地

域
の
民
生
委
員
さ
ん
や
喜
老
会
の

役
員
さ
ん
、
老
人
憩
い
の
部
屋
（
公

会
堂
や
集
会
所
な
ど
市
内
七
十
三

ヵ
所
）
の
設
置
者
の
皆
さ
ん
を
通

じ
て
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
ず
。
申
し
込
み
用
紙
は
民
生
委

員
さ
ん
な
ど
の
お
宅
に
あ
り
ま
す

が
、
便
せ
ん
に
下
記
の
様
式
で
記

入
し
て
い
た
だ
ぐ
か
、
そ
の
未
ま

切
り
取
っ
て
ご
利
用
い
た
だ
い
て

も
構
い
ま
せ
ん
。
期
限
は
、
五
月

細川たかしショー

三
十
一
日
廊
ま
で
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
仕
事
の
受
注
に
つ
い
て

は
、
商
工
会
議
所
会
報
な
ど
を
通

じ
て
五
月
中
旬
か
ら
事
業
所
へ
Ｐ

・
Ｒ
を
実
施
。
高
齢
者
向
き
の
仕
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7月20日（土）午後3時・6時半開演文化会館大ホール

チケットは前売り（Ｓ4，500円レＡ3，800円，Ｂ3，000円）

当日（Ｓ5，000円，Ａ4，300円。Ｂ3，500円）。発売は5月

21日から下記で。問い合わせは文化センター（Ｓ⑩21

11）へ。

事
や
短
期
間
の
補
助
的
な
仕
事
の

発
注
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

入
会
、
仕
事
の
発
注
に
つ
い
て

詳
し
ぐ
は
、
福
祉
事
務
所
福
祉
課

（
容
⑩
1
1
4
1
）
ま
で
、
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
ジ
ル
バ
人
材
セ
ン
タ
ー
」
は
、

会
員
登
録
者
数
と
仕
事
の
受
注
量

が
両
輪
と
な
っ
て
発
展
し
て
い
く

事
業
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
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な

ま

え

ふりがな
生年

月日

明治

大正年月日生ヽ

昭和

（歳）

男

女

現

住

所

宇治市番地

方

電話（）

緊急時の連絡先

氏名

電話（）

主

な

職

歴

経験年数
‘業種

（会社名などは不要） 仕事の内容
資格

等年月

年月 家

族

配偶者有・無

同居の家族人

一人暮らし年月

⑩

上記のとおり、宇治市シルバー人材センターへ入会を申し込みます。

昭和年月日

氏名丿

宇治市シルバー人材セｙター設立準備委員会委員長、殿

457

役
立
っ
て
い
ま
す
　
休
日
急
病
診
療
所

1
日
平
均
3
6
人
が
利
用

ト
多
く
の
市
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
休
日
急
病
診
療
所

医
療
機
関
の
大
半
が
休
診
と
な

る
休
日
に
、
応
急
的
な
医
療
が
受

け
ら
れ
る
宇
治
市
休
日
急
病
診
療

所
。
昭
和
五
十
九
年
度
に
利
用
し

た
人
は
、
医
科
が
一
千
八
百
八
十

五
人
、
歯
科
が
五
百
六
十
九
人
、

合
計
二
千
四
百
五
十
四
人
あ
り
ま

し
た
。
診
療
奮
竹
っ
た
の
は
、
医

科
が
六
十
八
日
、
歯
科
が
六
十
九

日
で
、
一
日
平
均
医
科
が
二
十
八

人
、
歯
科
が
八
人
利
用
し
た
こ
と

に
な
り
未
了
。
そ
の
中
で
、
応
急

的
な
診
療
で
は
不
十
分
と
判
断
さ

れ
た
人
は
、
病
院
（
第
二
次
後
送

病
院
）
へ
転
送
Ｔ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
車
か
、
昨
年
度
一
年
間
で

十
九
人
あ
り
ま
し
た
。
’
受
診
し
た

大
の
年
齢
別
で
は
、
医
科
で
は
六

歳
未
満
の
乳
幼
児
が
一
千
三
十
二

人
で
全
体
の
五
四
・
八
％
Ｍ
］
め

て
い
未
了
。
一
方
、
歯
科
で
は
、
’

二
十
歳
以
上
の
大
が
三
百
七
十
四

人
で
六
五
・
八
％
か
占
め
、
医
科

と
歯
科
で
は
年
齢
が
対
象
的
に
な

っ
て
い
未
了
。

宇
治
市
休
日
急
病
診
療
所
は
、

五
十
四
年
八
月
十
二
日
に
オ
ー
プ

ン
。
開
設
後
六
十
年
三
月
末
ま
で

の
五
年
八
ヵ
月
間
に
、
医
科
で
一

万
一
千
八
百
七
十
四
人
、
歯
科
で

三
エ
〈
百
土
ハ
人
の
受
診
が
あ
り

ま
し
た
。

こ
の
診
療
所
の
運
営
に
は
、
宇

治
久
世
医
師
会
や
歯
科
医
師
会
、

薬
剤
師
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
、
医
科
医
師
二
人
、
歯
科
医
師

一
人
、
薬
剤
師
二
人
、
歯
科
衛
生

士
一
人
、
看
護
婦
二
人
、
事
務
員

数
人
の
ス
タ
″
フ
で
業
務
に
当
た
一

つ
ヌ
事
・

電
話
2
2
4
6
3
0

日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
午
前
9
時
5
0
分
か
ら
午
後
4
時
半
ま
で

診
療
を
受
け

ら
れ
る
人
は
、

健
盟
限
証
を

必
ず
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
休

日
に
体
の
具
合

が
悪
い
時
は
、
・

が
ま
ん
を
し
な

、
い
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

診
療
日

受
付
時
間

ご
利
用
く
だ
さ
い
　
休
日
急
病

診
療
所
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りよだ政

で安心の毎日を

市
で
は
、
成
人
病
を
発
見
し
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た
め

に
、
一
般
健
康
診
査
、
胃
・
子
宮
・
乳
ガ
ン
検
診
を
、
六
月
か
ら
十
月

に
か
け
て
実
施
し
ま
す
。
こ
と
し
の
各
検
診
の
申
し
込
み
受
け
付
け
は
、

き
ょ
う
五
月
二
十
一
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
が
、
こ
の
機
会
に
検
診
を
受
け
て
、
安
心
の
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

年に度は健康診査

分
の
健
康
度
を
確
か
め
て
く
だ
さ

い
。一

般
健
康
診
査
で
は
、
全
員
に

受
け
て
い
た
だ
く
一
般
診
査
と
、

一
般
診
査
の
結
果
、
医
師
が
必
要

と
認
め
た
人
に
受
け
て
い
た
だ
く

精
密
診
査
と
が
あ
り
ま
す
。

実
施
要
項

一
般
健
康
診
査
は
、
健
康
状
態

の
チ
エ
″
ク
と
、
ガ
ン
以
外
の
成

人
病
で
、
主
に
循
環
器
系
の
疾
病

（
高
血
圧
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
、

肝
疾
患
、
腎
疾
患
な
ど
）
の
早
期

発
見
が
目
的
。
五
十
九
年
度
か
ら

四
十
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に
、

宇
治
・
久
世
の
協
力
医
療
機
関
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

成
人
病
は
、
長
い
間
症
状
も
無

い
ま
ま
進
行
す
る
病
気
で
、
聊
衿

れ
る
症
状
も
様
ざ
ま
で
す
。
五
十

九
年
度
の
一
般
健
康
診
査
で
も
た

く
さ
ん
の
人
が
病
気
を
発
見
さ
れ
、

医
師
か
ら
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

健
康
に
自
信
の
あ
る
人
も
無
い
人

も
、
｝
般
健
康
診
査
を
受
け
、
自

▼
対
象
…
4
0
歳
以
上
の
市
内
在
住

。
、
の
人
。
た
だ
し
現
在
、
高
血
圧
、

心
臓
病
、
糖
尿
病
、
肝
臓
病
、

胆
の
う
疾
患
、
’
貧
血
で
治
療
中

の
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

▼
実
施
期
間
…
6
月
3
日
～
8
月
・

3
1
日
。
お
盆
の
期
間
中
、
休
診

す
る
医
療
機
関
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
会
場
・
：
宇
治
市
、
城
陽
市
、
久

御
山
町
の
「
一
般
健
康
診
査
協

力
医
療
機
関
」
の
ス
テ
″
カ
ー

を
掲
げ
て
あ
る
病
院
、
診
療
所
、

医
院
。

▼
診
査
料
・
：
無
料
。

▼
定
員
…
5
0
0
0
人
。

▼
診
査
内
容
上
般
診
査
（
問
診
、

尿
検
査
、
身
体
測
定
、
血
圧
測

定
、
聴
打
診
）
。
精
密
診
査
（
一

般
診
査
の
結
果
、
医
師
が
必
要

ｊ

検診名 検診内容 対象

一般

健康

診査

一般診査
問診・血圧測定・尿検査・

聴打診・身体測定 40歳

以上
精密診査

一般診査の結果必要と認

められる人に、心電図・血

液検査・血糖・眼底検査

胃ガン検診
問診・バリウム造影Ｘ線

で6方向から検査

40歳

以上

子宮ガン検診内診一問診・視診・細胞診
30歳

以上

乳ガン検診 問診・視診・触診
30歳

以上

と
認
め
た
人
に
だ
け
実
施
し
ま

す
。
心
電
図
検
査
、
血
糖
検
査
、

血
液
検
査
、
眼
底
検
査
〈
必
要

な
人
だ
け
〉
）
。

な
お
、
老
人
保
健
法
に
驀
つ
い

て
、
ご
自
分
で
各
種
検
診
の
結
果

を
記
録
し
、
健
康
状
態
の
点
検
に

活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
「
暉

康
手
帳
」
を
四
十
歳
以
上
の
人
に

お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
お
持
ち
で

な
い
人
は
市
役
所
保
健
予
防
課
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間
…
5
月
2
1
日
㈹
～
5
月
2
7
日
㈲
ま
で
・
（
5

月
2
7
日
消
印
有
効
）

▼
申
し
込
み
方
法
・
：
は
が
き
で
。
あ
て
先
は
宇
治
市
役

所
保
健
予
防
課
。
下
の
・
書
式
に
従
っ
て
お
書
き
く
だ

さ
い
。
記
入
不
十
分
な
場
合
や
、
電
話
で
の
申
し
込

み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。
申
し
込
み
を
受
0
付
け
た

人
に
は
、
受
診
票
を
お
送
り
し
ま
す
。
受
診
票
を
持

っ
て
直
接
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
受
診
票
の
送

付
が
無
い
場
合
は
、
受
診
出
来
ま
せ
ん
。
次
の
事
項

に
該
当
す
る
人
は
、
検
診
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※
検
診
料
免
除
事
項

①
7
0
歳
以
上
の
人
②
6
5
～
6
9
歳
の
人
で
、
医
療
受
給

者
証
を
お
持
ち
の
人
③
生
活
保
護
受
給
の
人
④
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
人
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
：
保
健
予
防
課
（
萱
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

…アー一一申

ニ

犬
‥‥‥込

甘

Ｕコよ

記が＼ヵ｀ヾ

さこニき

て枚（Ｚ）

くにっ圭：

だつ十目

さきき

いし｀十方

○・～．＝・1

十検レ

レ診｜

・ご＼ト

，人・丿

丿

一一一－一一一一－－－－●

1
1
1
1
1
1
1
－
－
－
―
－
－
－
－
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
‐
Ｉ
Ｉ

表（あて先）

郵便はがきト………ｉ皿皿ロロ

－
－
！
！
－

宇
治
市
宇
治
琵
琶
3
3

宇
治
市
役
所

保
健
予
防
課
行

□

一
て
か
ら
受
診
し
て
も
手
遅
れ
に
な

あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
治
り
ま
す
。
。

市
の
検
診
で
早
期
に
発
見
さ
れ
、

現
在
元
気
で
お
暮
ら
し
の
人
も
た

く
さ
ん
い
ま
す
。

あ
な
た
も
、
こ
の
機
会
に
ガ
ン

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

実
施
要
項

裏（一般健康診査用）

→般健康診査申込書

氏名（Ｊ．’Ｊガな）性別

裏（胃ガン検診用）裏（子宮がｙ検診用）裏（乳ガン検診用）子宮ガン検診医療機関と検診日

胃ガン検診申込書

氏名（ふりかな）性別

子宮ガン検診申込書

氏名しヽりヵ‘なト

乳ガン検診申込書

氏名（よりヵ’な）ト

1は、京都府下（京都市を

1宮ガン検診実施医療機関。

ｔ，6月3日～9月30日ま

年齢

年齢生年月日

住所

電話番号

日〔会場名〕

日〔会場名〕

日〔会場名〕

月

月

月

生年月日

住所

電話番号

第1希望

驀2希望

第3希望

年齢

年齢生年月日

住所

電話番号

日
日
日

月
月
月

生年月日

住所

電話番号

第1希望

第2希望

第3希望

上記の検診料免除事項に該当される人はその番号

を書いてください。

※上記め検診料免除事項に
該当される人はその番号

‘を書いてください。

の検診料免除項目に
される人はその番号
いてくださいノ

※上記
該当
を書

！者30歳以上で市内在住

ｉ市から郵送する受診票

1項をお読みのうえ，受診

，て各医療機関で直接受診

泌い。

1，000円（当日医療機関へ）。

，000人（先着順）・

458

精密検査を受けた人は半数以上を占めた。

59年度一般健康診査の受診結果

胃
・
子
宮
・
乳
ガ
ン
は
、
検
診
一
日
本
人
の
死
因
の
第
一
位
は
、

申
し
込
み
あ
ん
な
い

井
胃
・
子
宮
・
乳
ガ
ン
検
診

一
般
健
康
診
査

対象は40歳以上

費用は無料

5
月
2
1
日
か
ら
受
け
付
け

早期発見で早期治療



Ｊ市宇第702号

ト
ガ
ン
検
診
を
壮
年
期
か
ら
の
健
康
管
理
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

乳
ガ
ン
検
診
か
ら
）
。

（
5
9
年
度

で
の
発
見
率
が
高
く
、
検
査
も
簡

単
。
ま
た
、
検
診
で
ガ
ン
以
外
の

多
く
の
病
気
も
見
つ
か
り
早
期
治

療
が
出
来
毒
司

ン以外の多くの病気も発見。

ガン検診の受診結果

● ● 丿 4 ● ● ● ● 丿 ● ● ●
｜

｜ か

ガ
ン
に
よ
る
も
の
で
す
。
五
人
に

一
人
が
ガ
ン
で
死
亡
し
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
初
期
に
は
全
く
自
覚
症

状
が
な
い
た
め
、
症
状
を
自
覚
し

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ガ
ン
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
は
、
今
の
と
こ

ろ
早
期
発
見
、
早
期
治
療
し
か
方

法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
早
期
発
見
で

その他の乳房疾患228人

（昭和58年、59年の結果）

じ

：

………
ヨ

心

㎜ ｊ ■ － ¶ －

1

乳ガシ検診会場と検診日時
Ｖ

霖
温
センで

6月20日困 7月11日困
時間

はい

ずれ

も午

後1

時半

Ｓ3

時

6月21日溺 7月12日吻

6月24日（ｎ）7月15日（月）

6月25日㈹ 7月16日（火）

6月26日（＊）7月17日（水）

6月27日俐 7月18日俐

6月60日吻 7月19日吻

7月8日（月 7月23日（火）

7月9日（火）7月24日（水）

7月10日困

●受診対象者3ｏ歳以上で市内在住

の婦人。

●受診方法市から郵送する受診票

の注意事項をお読みのうえ、指定

の日時に受診してください。

●検診内容問診と医師による診察。

●検診料300円（当日会場で）

●定員3，000人（先着順）。｀

なお、生理日前後は避けた方が望

ましいです。

各
ガ
ン
検
診
の
実
施
要
項
、
会

場
、
日
時
は
各
表
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

子宮ガン検
診
医療機関と
検診日

日本脳炎予防接種5月25日（土）

実施場凡

含む）の勺

実施期間に

でです。

五
月
二
十
八
日
か
ら
日
本
脳
炎

予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す
。

▼
対
象
・
：
3
歳
児
と
、
昨
年
初
回

と
し
て
2
回
接
種
し
た
幼
児
。

小
学
校
、
中
学
校
で
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
児
童
・
生
徒
。
6
歳

未
満
で
基
礎
免
疫
の
完
了
し
て

い
な
い
幼
児
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
日
程
・
会
場
…
「
六
十
年
度
市

民
カ
レ
ン
ダ
ー
と
手
び
き
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

。
基
礎
免
疫
は
、
初
回
と
し
て
三

歳
の
と
き
に
Ｉ
～
二
週
間
の
間
隔

で
二
回
接
種
し
、
翌
年
一
回
の
追

加
接
種
を
す
る
と
完
了
し
ま
す
。

各
会
場
と
も
車
で
の
ご
来
場
は

ご
遠
慮
を
。
（
保
健
予
防
課
）

●受診対ｉ

の婦人。

●受診方ａ

の注意4

票を持・Ｓ

してくた

●検診料

●定員6

午前ｌＯ時～11時半

午後1時～2時半

保健医療

センターで

歯
の
ひ
ろ
ば

展示、映画、フッ素

塗布、健康診査、歯

みがき指導など。

主催府歯科医師会

459

薗回‥‥‥‥

延受診数し8，402人

ガン‥‥‥‥‥‥‥6人

その他の胃部疾患一499人

（昭和55年～59年√5年間の結果）

無私………

…

………

延受診数……24，137人

ガン（疑いを含む）六白29人

その他の婦人科疾患4，065人

（昭和55年～59年，5年間の結果）

3，132人

5人

廊Ｚ＾丿

延受診数

ガン（疑いを含む）

胃ガン検診会場と検診日時

会場 実施日

保健医療

センター

6月3日（月）

6月20日困

9月12日困｀

10月11日出

10月17日俐

10月18日吻

10月19日ｔｔ）

六地蔵公会堂

6月5日（水）

6月19日休卜

9月9日（月）

木幡公民館

6月4日（火）

6月22日出

9月10日（火）

10月7日（月）

宇治小学校

6月6日困

6月25日（火）

9月11日困

三室戸集会所

6月7日脂

6月26日困

9月5日俐

宇治公民館，（市民会館）
6月18日脚

8月31日出

城南荘集会所
6月17日（月）

6月28日吻

開公民分館

6月15日出

9月2日（月）

10月16日出

伊勢田小学校
6月14日出

10月15日（火）

西小倉集会所

6月13日俐

6月29日出

9月6日溺

10月8日（火）

小倉小学校

6月12日出

6月24日（月）

9月7日（土）

10月9日㈲

大久保小学校

6月11日（火）

6月27日俐

9月4日俐

10月14日（月）

旦椋公会堂

6月10日（月）

6月21日出

9月3日（火）

時間はいずれも午前9時～11時半

●受診対象者40歳以上で市内在住

の人。

●受診方法市から郵送する受診票

の注意事項をお読みのうえ、受診

票を持って指定の会場で受診して

ください。

●検診料500円（当日会場で）。

●定員1，850人（先着順）．

世
は
ま
さ
に
長
生
き
の
時
代

に
な
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち
は

そ
れ
に
応
七
だ
健
康
衆
目
分
の

も
の
に
し
て
い
る
で
し
よ
シ
か
。

国
民
健
康
調
査
（
厚
生
省
）

に
よ
る
と
、
こ
の
一
年
間
に
全

く
医
者
に
か
か
ら
な
か
っ
た
人

は
国
民
の
五
〇
％
弱
で
、
逆
に

七
人
の
内
一
人
が
何
ら
か
の
病

気
（
有
病
数
）
で
医
者
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。
成
人
病
、
急
性
疾

患
、
外
傷
、
難
病
、
精
神
的
ス
ト

レ
ス
な
ど
の
病
気
や
不
健
康
に

悩
ん
で
い
る
人
が
、
私
た
ち
の

周
り
に
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

中
で
も
成
人
病
は
、
こ
れ
か

ら
み
ん
な
が
注
意
を
し
て
い
く

必
要
の
あ
る
病
気
で
す
。
成
人

病
の
多
ぐ
は
、
若
い
時
か
ら
の

日
常
の
行
動
や
食
生
活
な
ど
の

習
慣
が
、
‘
長
期
に
わ
た
り
積
み

重
な
っ
て
進
行
し
、
発
病
し
て

い
き
ま
す
。

私
た
ち
の
体
は
、
十
代
の
終

わ
り
か
ら
部
分
的
な
老
化
が
、

す
で
に
始
ま
っ
て
い
毒
司
四

十
代
前
後
に
は
、
‘
よ
そ
目
に
も

は
っ
き
り
と
分
か
る
形
で
老
化

現
象
や
成
人
病
の
一
端
が
表
面

に
出
て
来
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

人
生
八
十
年
の
四
分
の
三
に
当

た
る
六
十
年
間
は
、
大
な
り
小
’

な
皇
花
と
の
闘
い
と
な
り
ま

す
。
そ
の
間
の
健
康
管
理
の
善

し
あ
し
が
、
健
や
か
で
生
き
が

い
の
あ
る
後
半
生
と
な
る
か
ど

自
分
の
健
康
を
守
る
努
力
を

－ ＝ ∽ ミ ー 〃 － － － － － －

シ
か
を
決
め
て
し
ま
い
毒
了
。

そ
れ
で
は
、
健
康
管
理
は
ど

の
ぶ
っ
に
し
た
ら
貝
い
の
で
し

ょ
シ
か
。

公
的
な
健
康
サ
ー

ビ
ス
の
活
用
を

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
、

適
量
の
運
動
、
十
分
な
休
息
、
。

定
期
的
な
健
康
診
断
、
良
い
か

か
り
つ
け
医
師
（
ま
た
は
医
療

機
関
）
を
も
つ
こ
と
。
こ
の
五

つ
が
基
本
的
な
柱
で
あ
る
と
思

い
未
丁
。
も
ち
ろ
ん
、
自
分
の

健
康
は
自
分
で
守
る
と
い
う
自

覚
と
努
力
が
必
要
で
す
。
医
師

を
は
に
め
と
す
る
医
療
従
事
者

や
自
治
体
な
ど
は
、
あ
な
た
の

健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
か
ず

る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

宇
治
市
で
も
、
各
種
の
健

康
診
断
や
栄
養
教
室
な
ど
、
健

康
関
係
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
ら
を

あ
な
た
の
健
康
管
理
に
活
用
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
示
ｙ
。

成
人
病
予
防
や
健
康
管
理
は
、

老
人
や
一
部
の
中
年
の
人
の
た

め
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

異
常
が
表
に
租
幻
れ
た
り
、
高

齢
に
な
っ
て
か
ら
慌
て
て
も
急

に
は
よ
く
な
ら
な
い
の
で
ｙ
。

青
年
期
、
壮
年
期
、
老
年
期
の

人
そ
れ
ぞ
れ
が
、
自
分
に
必
要

な
健
康
管
理
の
方
法
を
知
り
、

そ
の
実
践
衆
心
掛
け
た
い
も
の

で
す
。

（
至
吊
健
辰
つ
く
り
推

進
協
議
会
会
長
、
徳
永
力
雄
）

市
で
は
、
五
十
九
年
度
「
一
般

健
康
診
査
」
の
受
診
者
（
男
2
2

ｃ
ｒ
Ｋ
’
女
ｌ
Ｃ
Ｍ
ｒ
－
Ｈ
エ
χ
計
1
4

4
叉
）
を
対
象
に
ア
ン
ヶ
‐
‐
ト

調
査
を
実
施
。
こ
の
調
査
は
、
法

改
正
な
ど
に
よ
り
、
従
来
か
ら
行

つ
て
い
た
住
民
検
診
が
五
十
九
年

度
か
ら
「
一
般
健
康
診
査
」
に
変

更
し
た
た
め
、
受
診
者
の
感
想
、

行
政
へ
の
要
望
な
ど
を
中
心
に
答

え
て
い
た
だ
き
今
後
の
保
健
事
業

へ
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
し

た
。
調
査
結
果
か
ら
主
な
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
（
回
答
者
は

男
1
7
4
人
、
女
8
9
叉
、
計

1
0
7
叉
。
回
収
率
7
4
・
4

％
）年

代
別
受
診
数
は
、
四
十
代
三

受
診
の
動
機
（
図
1
）

百
六
土
ハ
大
（
三
四
・
二
％
）
、
元

十
代
三
百
六
人
（
二
八
・
五
包
、
一

六
十
代
二
百
八
十
八
人
（
二
六
・
一

八
％
）
、
七
十
歳
以
上
で
百
十
三

人
（
一
〇
・
五
％
）
で
し
た
。

受
診
の
動
機
は
、
「
健
康
診
断
゛

と
し
て
」
が
七
百
七
十
三
人
（
七

59年度一般健康診査

受診者アンケート結果から

「受けて良かった」90％

二
・
〇
％
）
と
ト
″
プ
（
図
1
）
。

受
診
後
の
感
想
に
つ
い
て
は
、
「
受

け
て
良
か
っ
た
か
」
「
時
期
・
内

容
・
場
所
は
良
か
っ
た
か
」
「
相

談
し
や
す
か
っ
た
か
」
の
各
項
目

に
つ
い
て
、
平
均
し
て
九
〇
％
以

上
の
人
が
「
は
い
」
と
回
答
し
て

い
毒
了
。

自
分
の
健
康
の
チ
エ
″
夕
方
法
。

の
質
問
に
対
し
、
「
一
般
健
康
診

査
で
」
七
百
七
十
四
人
で
最
多
。

以
下
、
「
子
宮
ガ
ン
検
診
」
四
百

四
十
五
人
、
「
胃
ガ
ン
検
診
」
四
‘

亘
千
九
人
、
「
乳
ガ
ン
検
診
」

二
百
七
丈
の
ほ
か
、
「
献
血
」
。

「
健
康
講
演
命
「
国
保
の
人
間
・

ド
″
ク
」
「
病
院
の
人
間
ト
ヨ
タ
」

「
そ
の
他
」
と
な
っ
て
い
毒
司

健
康
に
関
し
て
行
政
へ
の
実
施

要
望
で
は
、
「
健
康
相
談
」
が
ト

″
プ
で
し
た
。
（
図
2
）

■ 香 － Ｆ ｇ 喝 ■ － － Ｓ 香 香 喝 香 皿 1 ・

1 ％ ・

｜ ・ ・

｜ ・

1 ‘ ● ● ● ● ． ・

1
－
－
－
－
－
Ｉ
ｌ
ｌ

高い発見率で

検査は簡単

健
康
管
理
の
す
す

め

ｓｉｉ病争防彷ち車ａ

5月28日

から

市内各所で



公民館絵画サーク

ル合同展
5月29日～6月2日・中央公民館で

、
宇
治
・
木
幡
・
小
倉
の
三
公
民

館
の
油
絵
に
取
り
組
む
サ
ー
ク
ル

が
、
初
め
て
合
同
の
展
覧
会
を
開

き
蛋
す
。
主
催
す
る
の
は
、
宇
治

公
民
館
の
玉
曜
戸
と
必
画
サ

ー
ク
ル
ヘ
木
幡
公
民
館
の
函
季

彩
へ
小
倉
公
民
館
の
房
関
戸

第
二
回
国
体
（
昭
和
二
十
二

年
）
は
、
夏
・
秋
大
会
と
も
や

は
り
戦
災
を
免
れ
た
金
沢
市
を

中
心
に
、
石
川
県
（
北
信
越
）
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

近
畿
地
方
で
の
第
一
回
大
会

は
成
功
を
収
め
た
も
の
の
、
第

二
回
以
降
の
開
催
地
に
つ
い
て

は
、
日
本
体
育
協
会
と
し
て
も

全
く
目
途
が
つ
い
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
’
し
か
し
そ
の
時
に
石

川
県
が
開
催
の
意
思
表
示
を
し
、

の
四
サ
ー
ク
ル
で
す
。

合
同
展
は
、
油
絵
サ
ー
ク
ル
の

日
ご
ろ
の
活
動
成
果
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
披
露
す
る
と
共
に
、
公
民

館
サ
ー
ク
ル
活
動
に
対
す
る
理
解

か
広
め
て
い
た
だ
ぐ
こ
と
忿
趣
旨

と
し
て
い
毒
了
。

ご
家
族
お
そ
る
い
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

◇

▼
と
き
・
・
・
5
月
2
9
日
困
～
6
月
2

日
㈲
、
時
間
は
午
前
1
0
時
～
午

、
後
5
時
（
6
月
2
日
間
は
午
後

4
時
ま
で
）
。

こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
、
国
体
の
都
道
府
県
持
ち
回

り
の
習
慣
が
始
ま
皇

十
月
に
行
わ
れ
た
秋
季
大
会

の
開
会
式
に
は
、
折
か
ら
北
陸

ご
旅
行
中
の
天
皇
・
皇
后
両
陛

下
が
ご
出
席
さ
れ
、
国
体
の
雰

溜の歩み

▲出展作品に’取り組む人たち（5月1日、宇治公民館で）

▼
と
こ
ろ
…
中
央
公
民
館
展
示
集

会
室
。
（
中
央
公
民
館
）

お
知
ら
せ

市
営
プ
ー
ル

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

▼
勤
務
…
7
月
1
3
日
出
Ａ
月

3
1
日
出
ま
で
黄
梨
ま
た
は
西
宇
治

公
園
プ
ー
ル
▼
賃
金
Ｌ
蒔
間
に

つ
き
、
高
校
生
が
五
百
円
、
大
学

生
と
一
般
が
五
百
五
十
円
▼
対
象

し
た
。第

三
回
の
福
岡
大
会
（
九
州
）

で
は
、
天
皇
杯
・
皇
后
杯
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
第
四
回
は
、
東

京
・
千
葉
・
山
梨
・
埼
玉
・
神

奈
川
（
関
東
）
で
開
催
。
第
五
回

の
愛
知
・
三
重
（
衷
祗
）
大
会
で

と
人
員
・
：
高
校
生
男
女
は
各
1
5
人
、

大
学
生
男
女
と
一
般
男
子
は
若
干

名
▼
資
格
・
：
高
校
生
は
二
年
生
以

上
で
学
校
の
許
可
が
必
要
。
大
学

生
男
子
は
水
泳
指
導
の
出
来
る
人

か
望
む
。
な
お
、
期
間
中
は
継
続

し
て
勤
務
出
来
る
こ
と
▼
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
・
・
・
6
月
9
日
ま

で
に
五
ヶ
庄
三
番
割
、
黄
槃
公
園

管
理
事
務
所
（
豊
⑩
Ｌ
9
0
5
）
へ
。

申
込
書
は
管
理
事
務
所
に
あ
り

圭
Ｅ
一
。
（
市
民
体
育
課
）

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

▼
と
き
…
6
月
9
日
㈲
、
午
前

9
時
▼
と
こ
ろ
・
：
木
幡
中
学
校
運

動
場
（
雨
天
時
は
体
育
館
）
▼
種

・
目
…
車
い
す
の
ス
ラ
ロ
ー
ム
、
障

害
急
歩
な
ど
、
障
害
の
程
度
に
応

じ
た
各
競
技
▼
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
す
：
5
月
3
1
日
ま
で
に
市
民

体
育
課
（
ａ
⑩
1
1
4
1
）
へ
。

吊
民
体
育
課
）

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ー
イ
ン
デ
ィ
ア

ヵ
〉▼

と
き
・
：
5
月
2
4
日
面
、
午
後

7
時
半
ふ
時
半
▼
と
こ
ろ
…
西

小
倉
中
学
校
体
育
館
。

一
人
で
も
、
グ
ル
ー
プ
で
も
参

加
で
き
毒
ｙ
。
上
靴
か
痔
っ
て
直

接
会
場
へ
。
吊
民
体
育
課
）

会
を
経
て
全
国
の
各
地
方
を
一

巡
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
国
体
の
開
催
は

都
道
府
県
財
政
に
多
大
の
影
響

を
及
ぼ
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
国

体
委
員
会
で
は
三
十
年
一
月
に

「
国
体
開
催
基
準
要
項
」
広
荼
。

6
3
年
京
都
国
体
は
2
巡
目
の
初
回

囲
気
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

な
お
、
国
体
開
会
式
典
で
の
国

旗
掲
揚
と
国
歌
斉
唱
は
、
と
の

大
会
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
矩
火
を
配
し
た
大
会

マ
ー
ク
ー
若
い
力
昌
歌
も
、

こ
の
大
会
開
催
時
に
作
ら
れ
ま

は
初
め
て
矩
火
を
採
用
。
笙
ハ

回
の
広
島
（
中
国
）
大
会
で
は
集

団
演
技
が
登
場
し
ま
し
た
。
第

七
回
は
福
島
・
宮
城
・
山
形
（
東

北
）
で
、
第
八
回
は
香
川
・
徳

島
・
愛
媛
・
高
知
（
四
国
）
、
第

九
回
は
北
海
道
と
、
九
回
の
大

ま
た
「
大
会
の
施
設
最
低
限
度

の
基
準
」
も
定
め
ま
し
た
。

続
ぐ
第
十
回
大
会
は
神
奈
川

県
で
開
催
。
そ
の
後
兵
庫
、
静

岡
（
矩
火
リ
レ
ー
開
始
）
、
富
山
、

恵
只
、
熊
本
、
秋
田
、
岡
山
、

山
口
、
新
潟
、
岐
阜
（
身
障
国

お買い物のめやす
消費者物価20お買
い物のめやす
消費者物価20お買
い物のめやす
消費者物価20お買
い物のめやす
消費者物価20お買
い物のめやす

消費者物価20

．この公表価格は、5月初めに実施した消費生活モニ
ター店頭価格調査に基づくものです。（商工観光課）

品名 規格 平均価格
価格状況

最高価格最低価格対ｓ月比前年比比

灯油
18£店頭 1，遣Ａ0．5Ａぶ 1，400Ｉ濁

18£配達 1，391▲0．6▲7．31．4901，340

ガソリン
レギュラー1Ｉ現金売り

147▲0．7 5．0 150 138
ティッシュ

ペーノぐ－

400枚入1箱

（タリネックス・スコッテイ）153 0．7▲1．9168 130

台所用ラップ
サランラップ30ｃｍＸ20ｍ

217▲0．9Ａ3．6248 178
アルミホイル

25ｃｍＸ8ｍ 165▲1．83．8 188 ｎｏ

シャンプー 液体ポリ容器22Ｏｃｃ花王エッセンシャル
232▲1．7Ａ1．3290 225

洗濯用粉石けん2．4ｋｇ 886 0．5 1．7■950 650

牛肉
すき焼用中程度100ｇ

347▲4．7▲5．2550 260

塩さけ 切身100ｇ 330 2．521．8470 157

バレイショ 男爵100ｇ 30 50．016．7 60 15

キャベツ中玉約1ｋｇ 215 76．2▲37．7 300 148

鶏卵 Ｍサイズパック入10個
175▲8．4▲12．5 200 158

食用油 日清サラダ油瓶入1650ｇ
738 3．926．4880 575

しよ，う油 キッコーマン浪口瓶入2£
554 3．4 2．4 676 498

砂糖 上白1ｋｇ 261Ａ0．8▲0．8298 235

小麦粉
日清小麦粉フラワー

」㎏く薄力粉） 210 3．4 0．5 228 198
インスタント

コーヒー
ネスカフェ黒ラベル瓶入150ｇ1，0341．5 5．21，150960

みそ タケヤミソ1ｋｆ 337 0．3 5．3 380 265

食，ぐン
普通品1斤

（スライスしたもの） 161 0．6Ａ3．6170 135

洗濯代 ワイシャツ白の長そで 154 9．2 0．7 250 120
▲印は減

技
術
者
試
験
を
実
施

本
市
で
は
、
市
の
公
共
下
水

道
（
束
宇
治
処
理
区
）
が
昭
和
六

大
年
度
に
一
部
供
用
開
始
さ

れ
る
の
に
伴
い
、
排
水
設
備
工

事
公
認
業
者
の
指
定
要
件
の
一

つ
で
あ
る
「
1
級
技
術
者
」
と

「
2
級
技
術
者
」
の
資
格
試
験

を
行
い
ま
す
。

｛
講
習
会
｝
・
：
（
Ｊ
）
1
級
技
術
者

1
6
月
1
1
日
叫
、
1
9
一
日
困
、
午

後
6
時
ふ
時
半
、
中
央
公
民

館
（
Ｊ
）
2
級
技
術
者
ａ
6
月
1
3
日

㈹
、
1
4
日
胞
、
午
後
6
時
～
9

時
半
、
宇
治
公
民
館
一
一
次
試

験
一
・
：
（
Ｊ
）
1
級
技
術
者
1
6
月

2
6
日
困
、
午
前
9
時
半
～
午
後

ｏ
時
半
、
中
央
公
民
館
（
…
）
2
級

技
術
者
＝
6
月
2
7
日
固
午
前

9
時
半
～
午
後
ｏ
時
半
、
宇
治

公
民
館
三
次
試
験
】
・
：
ｅ
ｌ

級
技
術
者
＝
7
月
8
日
側
、
午

前
9
時
、
宇
治
市
職
員
会
館
（
…
）

2
級
技
術
者
1
7
月
9
日
脚
、

受験資格一覧

・2級
1

午
前
9
時
、
宇
治
市
職
員
会
館

（
受
験
資
格
）
…
Ｉ
級
・
2
級

と
も
左
表
の
と
お
り
一
試
験
科

見
・
ふ
）
1
級
技
術
者
＝
下
水

道
関
係
法
規
、
下
水
道
工
学
、

設
計
実
技
（
Ｊ
）
2
級
技
術
者
＝
下

水
道
関
係
法
規
、
下
水
道
工
学

（
下
水
道
に
関
す
る
一
般
知
識
）

一
受
験
手
数
料
｝
…
（
Ｊ
）
―
級
技

術
者
＝
千
円
（
ｔ
）
2
級
技
術
者
＝

六
百
円
（
受
験
手
続
）
・
：
受
験

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

3
ヵ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真

2
枚
（
縦
鍋
×
横
2
4
ｔ
）
と
必
要

書
類
奮
添
え
て
5
月
2
3
日
か
ら

6
月
4
日
ま
で
下
水
道
課
へ
直

接
。
郵
送
は
不
可
。
実
施
要
項

と
申
込
書
は
下
水
道
課
に
あ
り

ま
す
。
な
お
、
本
試
験
に
合
格

す
る
だ
け
で
は
公
認
業
者
に
な

れ
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
下
水
道

課
（
ａ
⑩
3
1
4
1
）
ま
で
。（

下
水
道
課
）

1

級

技

術

者

①学校教育法第1条に規定する高等学校以上を卒業した人で．衛生工学その他市長か

ｉａａと認める学科を修めた人、またはこれ

と同等以上の学力を有し．卒業後2年以上

排水設備工事に従事した経験のある人。

②公認業者の下で7年以上工事に従事した

経験のある人．

③2級技術者として2年以上工事に従事し

た経験のある人。

④以上のほか、市長が特に資格があると認

める人。

2級

技術

者

①高卒以上（または、同等以上）の人で、卒

業後1年以上工事に従事した経験のある人。

②公認業者の下で、3年以上工事に従事し

た経験のある人。

③職業訓練法での公共職業訓練または認定

職業訓練の配管工の教科を終了した人。

④以上のほか、市長か特に資格かあると認

める人。

備考
1級技術者と2級技術者の受験資格は、

上記の各号の1に該当する人とします。

、・とき．．．5月27日★水石展

月卜6月2日（日し

午前9時～午後5時■ところ・。‥宇

治市観光センター■出展‥・宇治愛

石会。（商工観光課）

★宇治野外彫刻展
‐とき

・・・5月

23日困～6月9日（日）．午前9時～

午後5時■ところ…文化センター

内庭園と中庭。

（〈財〉宇治市文化センター）

460

5
月
は
固
定
資
産
税

第
1
期
分
の
納
期
月

5
月
は
、
固
定
資
産
税
第
1
期

分
の
納
期
月
で
す
。
お
忘
れ
な
ぐ
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
で
お
納
め
ぐ

だ
さ
い
。
（
納
税
課
）

移
動
市
民
相
談

▼
と
き
・
・
・
5
月
3
0
日
俐
、
午
後

―
時
半
～
4
時
▼
と
こ
ろ
・
：
明
星

集
会
所
。
（
広
報
課
）

宇
治
川
魚
釣
り
大
会

▼
と
き
・
：
5
月
2
6
日
前
（
雨
天

決
行
）
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
川
一
帯

体
開
始
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の

登
場
）
。
大
分
（
テ
ー
了
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
登
場
）
、
埼
玉
、
福
井
、

長
崎
、
岩
手
、
和
歌
山
、
鹿
児

島
、
千
葉
、
茨
城
、
三
重
、
佐

賀
、
青
森
、
長
野
。
宮
崎
、
栃

木
、
滋
賀
、
島
根
、
群
馬
（
マ

ス
コ
ッ
ト
登
場
）
、
奈
良
の
順
序

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
四
十
回
の
今
年
は
烏
取
で
、

六
十
一
年
は
山
梨
、
六
十
二
年

は
沖
縄
で
の
開
催
が
決
定
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
で
全
国
す
べ
て

の
都
道
府
県
を
一
巡
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

六
十
三
呈
只
都
国
体
（
第
四

士
面
）
か
ら
は
、
い
よ
い
よ

二
巡
目
に
入
り
ま
す
。（

国
体
準
備
室
）

（
下
流
は
隠
元
橋
ま
で
）
▼
申
し
込

み
・
：
5
月
1
2
日
間
か
ら
宇
治
市
観

光
セ
ン
タ
ー
で
、
時
間
は
午
前
9

時
～
午
後
5
時
（
当
日
は
宇
治
公

園
中
の
島
側
の
朝
霧
橋
畔
と
、
京

阪
宇
治
駅
前
で
午
前
5
時
～
8

時
）
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
宇
治
観
光

協
会
（
容
⑩
3
3
3
4
）
へ
。

（
商
工
観
光
課
）

「
消
費
者
の
日
」

記
念
講
演
会

五
月
三
十
日
の
「
消
費
者
の
日
」

を
記
念
し
て
、
京
都
府
と
宇
治
市
、

城
陽
市
、
久
御
山
町
の
共
催
で
講

演
会
か
得
い
毒
司

▼
と
き
…
5
月
3
0
日
俐
、
午
後

1
時
半
～
4
時
▼
と
こ
ろ
・
：
文
化

セ
ン
タ
ー
内
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

▼
テ
ー
マ
…
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
と

消
費
生
活
▼
講
師
・
：
Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都

放
送
局
長
・
長
野
克
亮
さ
ん
▼
映

画
・
：
「
訪
問
販
売
の
被
害
を
防
ぐ
」

約
3
0
分
。
（
商
工
観
光
課
）

交
通
遺
児
奨
学
金

京
都
府
が
、
今
回
は
小
・
中
・
高

校
生
を
対
象
に
受
け
付
け
毒
ｙ
。

▼
支
給
額
（
年
額
）
・
：
小
学
生
―

一
万
二
千
円
、
中
学
生
＝
二
万
四

千
円
、
高
校
生
＝
三
万
六
千
円
▼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
：
5
月

2
7
日
囲
ま
で
に
交
通
労
政
課
（
＆

⑩
1
1
4
1
）
へ
。

（
交
通
労
政
課
）

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
の

学
’
習
会

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
は
、
パ
ネ
ル

に
絵
奪
ぐ
っ
つ
け
た
り
、
は
が
し

た
り
し
て
お
話
を
展
開
し
ま
す
。

宇
治
児
童
又
庫
連
絡
会
が
、
3
回

に
渡
っ
て
学
習
会
を
開
き
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容
・
：
5
月
3
0
日
團

＝
概
論
と
お
話
の
選
び
万
、
6
月

1
3
Ｅ
俐
＝
制
作
、
2
7
日
俐
1

実
演
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
9

時
半
に
い
し
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央
図

書
館
集
会
室
▼
講
師
：
山
本
理
恵

子
さ
ん
▼
参
加
費
…
材
料
実
費
▼

持
参
品
・
：
黒
マ
ジ
″
ク
ペ
ン
、
ハ

サ
ミ
、
水
彩
絵
の
具
▼
申
し
込
み

・
：
当
日
、
直
接
会
場
へ
▼
問
い
合

わ
せ
・
：
三
雲
容
子
さ
ん
（
酋
⑩
0

0
7
2
）
へ
。
（
中
央
図
書
館
）

ジ
ャ
ズ
体
操
講
習
会

▼
と
き
・
：
5
月
3
0
日
團
、
午
前

の
部
＝
午
前
1
0
時
人
‥
一
時
半
、
午

後
の
部
＝
午
後
1
時
半
Ａ
時
▼

と
こ
ろ
…
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
▼
講
師
…
三
浦
百
合
子
さ
ん
▼

定
員
・
・
牛
前
・
午
後
と
も
3
0
人
（
先

着
順
）
▼
参
加
費
…
無
料
▼
持
参

品
…
運
動
靴
、
大
型
タ
オ
ル
▼
申

し
込
み
・
：
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
（
容
⑩
2
3
1
5
）
ま
で
。

（
交
通
労
政
課
）

現況届は

5月31日までに

外
国
籍
の
人
も

国
民
年
金
に
加
入
を

国
民
年
金
の
障
害
、
母
子
、
準
母

子
、
遺
児
、
寡
婦
年
金
を
受
給
し
て

い
る
人
は
、
五
月
三
十
一
日
ま
で

に
「
現
況
届
‰
喪
出
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
は
、
今
後
一
年
間
の
受

給
資
格
の
有
無
を
調
べ
る
た
め
の

も
の
で
す
。
な
お
、
昭
和
五
十
九

壬
（
月
以
降
に
年
金
か
妥
綸
ず
る

こ
と
に
な
っ
た
人
は
、
今
年
の
届

け
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

国
内
に
住
む
二
十
歳
か
ら
五
十

九
歳
ま
で
で
、
厚
生
年
金
な
ど
他

の
公
的
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い

な
い
人
は
、
必
ず
国
民
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

他
の
公
的
年
金
制
度
に
加
入
し
て

い
る
人
の
配
偶
者
や
、
昼
間
部
の

学
生
は
希
望
で
加
入
出
来
ま
す
。

外
国
籍
の
人
は
、
外
国
人
登
録

が
必
要
で
す
。

（
保
険
年
金
課
）

国

体

豆

知

識

国民年金

排
水
設
備
工
事

展覧会のお知ら
せ
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